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筆者が勤務する大学は、3 学部 6 学科で構
成されており、多種多彩な学びの場を学生に
提供しているといえる。しかし、キャンパス







































桐蔭論叢 第 39 号（2018 年 12 月） 特集Ⅱ　「2018年問題」をむかえた大学教育のあり方













































































































































































































































































































































































































現在では、2015 年時の部員数の約 8 倍もの
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